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１ 研修のねらい  

   本研修は、障がい者に対する特性の理解と認識を深め、障がい者の地域生活支援を実践するために必要な

社会福祉士の力量を向上することを目的に開催します。 

 

２ 日    時  【前期】２０２６年 ８月 １日（土） ～ ８月 ２日（日） 

         【後期】２０２６年１１月２９日（日） 

 

３  会    場   【前期】オンライン（Ｚｏｏｍ） 

【後期】かでる２．７  １０階  １０２０研修室（札幌市中央区北２条西７丁目） 

 

４ 主   催  公益社団法人 北海道社会福祉士会 

 

５ プログラム  ２頁をご覧下さい。 

 

６ 対 象 者  次の①、②をすべて満たす方 
① 社会福祉士 

② 障がい福祉分野で働く職員で自身の実践事例が提出できる方 

 

７ 定   員  ３０名（先着順） 

         ＊※開催最少人数は５名となりますのでご了承ください。 

 

８ 受 講 費   会員：２０，０００円  非会員：３０，０００円（食事・宿泊費・旅費は含みません） 

          ※入会手続中の方は、会員扱いとさせていただきます。但し入会申込書が6月19日(金) 

           必着の方に限ります。 

 

９ 事前課題等   本研修には事前課題の設定があります。受講決定通知とともにお知らせします。 

 

10 申 込 方 法  北海道社会福祉士会ホームページの申込フォーム、 

または右の申込二次元コードからお申込みください。 

申込後に受付完了メールが届きますので内容をご確認下さい。 

【申込フォーム URL】 ⇒ https://forms.gle/DQHTSa9DhpiF2voaA 

＊お預かりした個人情報は、当研修会の運営目的以外には使用いたしません。 

 

11 申 込 期 限  ２０２６年６月２５日(木) １６：００ 

          

12 受講可否の通知  受講の可否は7月6日までに、受講申込者全員にメールにてご連絡いたします。 

           受講決定者には受講費納入方法等をお知らせします。  

   

13 研修単位  

・ 認定社会福祉士認証・認定機構科目名専門分野【障害】地域生活支援と障害者自立協議会 １単位 

・ 本研修を修了するためには、全ての研修プログラムを修了し、事後課題を提出の上、研修主催者による課題

審査に合格することが必要です。30分以上の遅刻・早退・途中退室があった場合には、研修は未修了の扱い

となりますので、ご注意ください。 
 
【お問合せ・申込先】〒060-0002北海道札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２．７ ４階   

公益社団法人 北海道社会福祉士会 担当： 藤田 
TEL：011-213-1313 (月～金曜日9:30～16:30) FAX：011-213-1314  
E-mail：info@hokkaido-csw.or.jp  ホームページ：https://www.hokkaido-csw.or.jp/ 

 

＜申込二次元コード＞ 

2026 年度障がい者の地域生活支援研修会 開催要項 
― ソーシャルワーク機能別科目群 障害者の地域生活支援研修 1単位 ― 



 2 

２０２６年度 障がい者の地域生活支援研修会プログラム 
【事前課題】 

    ・利用者の思いを実現する支援についてどのように考え、どのように取り組んでいるか論じてください。 

     （1500字から2000字以内）   

    ・実際の支援ケースについて「サービス等利用計画」の作成、ネットワーク実践計画書の作成を行う。 

 

 ●前期日程(２日間)：２０２６年８月１日（土）～２日（日）               （敬称略） 

日 程 時間（分） 形 式 プログラム名 

８/２ 

（土） 

 

１日目 

12:30～ 30分 受 付  

13:00～13:15 15分  開会、オリエンテーション 

13:15～14:45 90分 講 義 
地域生活支援の考え方  

講師：相談支援事業所一条 宮島 友紀 

14:45～15:00 15分 休 憩  

15:00～16:30 90分 講 義 
当事者の声を聴く  

講師：相談支援事業所一条 木田 祥平 

８/３ 

（日） 

 

２日目 

9:15～ 30分 受 付  

9:45～12:00 135分 演 習 
当事者の声を聴き当事者とともにケア計画を作成する 

講師：相談支援事業所一条 木田 祥平 

ゲストスピーカー（当事者講師） 
12:00～13:00 60分 昼休憩 

13:00～16:25 195分 演 習 

16:25～16:35 10分 休 憩  

16:35～17:05 30分 講 義 
中間課題の説明  

/講師：相談支援事業所一条 宮島 友紀 

 【中間課題】 

     ・実際の支援ケースについて「サービス等利用計画」の作成、ネットワーク実践計画書の作成を行う。 

       （再考・修正箇所明記） 

 

 ●後期日程(１日間)：２０２６年１１月２９日（日）                                            （敬称

略） 

日 程 時間（分） 形 式 プログラム名 

11/29 

（日） 

9:10～ 9:30 20分   受 付  

9:30～12:30 180分 講義・演習 
地域生活支援の方法、ケア計画の作成、実施 

講師：札幌学院大学 大久保 薫  

12:30～13:30 60分 昼休憩  

13:30～16:30 180分 演 習 
地域ネットワークの構築と社会資源の開発 

講師：札幌学院大学 大久保 薫  

16:30～17:15 45分 講 義 
地域生活支援の今後の取り組みと課題 

講師：札幌学院大学 大久保 薫  

【事後課題】 

    ・今後の取り組みと課題についてまとめる。 

    ※プログラムは変更となる場合があります。 


